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研究成果の概要（和文）：本研究は、明治期以来、日本において図書（研究書、文芸評論等）や雑誌（学術誌、
文芸誌等）をつうじて発表された文学理論にかかわる諸文献についての総合的研究である。われわれは本研究を
通して、国内外で広範な文献調査を行い、それにもとづいて日本近代の作家、批評家、文学研究者らの理論的業
績を俯瞰的視点から跡づけた。また、そこで得られた知見と情報を、国内はもとより海外（フランス、イギリ
ス、ドイツ、アメリカ、ルーマニア、ハンガリー、台湾等）の研究者とも共有し、彼らとの意見交換をつうじて
今後の日本学における理論的研究・教育の活性化の可能性を探った。

研究成果の概要（英文）：Our project is a comprehensive study of books (research monographs, literary
 criticism, etc) and periodicals (academic journals, literary magazines, etc.) concerned with the 
topic of "literary theory" from the Meiji period onward. By extensively examining Japanese as well 
as foreign materials, we have been able to ascertain the achievements of modern Japanese writers, 
critics, and researchers in the field of literary theory. We have shared the results of our work 
with specialists both in Japan and abroad (France, the UK, Germany, the US, Romania, Hungary, 
Taiwan, etc.), probing, through lively exchanges of ideas, the possible revitalization of 
theoretical research and education in Japanese studies.

研究分野：文学理論

キーワード： 文学理論　物語論　フィクション論　読者論　詩的言語論
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１．研究開始当初の背景 
 文学理論には、「文学とは何か」を問う根

本理論をはじめとして、ジャンル論、物語論、

フィクション論、批評理論、読者論など、さ

まざまな分野があるが、日本では明治以降、

西洋理論の圧倒的な影響のもと、坪内逍遙、

夏目漱石、九鬼周造、岡崎義惠らをはじめと

する作家や研究者によって、アカデミズムと

文壇ジャーナリズムの双方において多くの

文学理論的探究がなされてきた。そこには文

化領域における日本の近代化の一側面が如

実に反映されている。 

 ところが、今日、この種の著作が文学理論

の観点から読み返されることは稀である。

1950-60 年代までの文献（たとえば日本で一

学派を築いた「文芸学」の関連文献）に関し

ては、もはや単に読まれることすらほとんど

ない。私たちは、「新しい」、「最先端の」西

洋理論を取り込むことには意を砕いても、日

本でこれまで蓄積されてきた理論的成果を

吟味することは怠ってきたのである。このあ

たりで一度、過去の「日本の文学理論」を俯

瞰的に見渡しながら再検討し、それを文学研

究・教育の「今」につなげることはできない

か――本研究の動機はそこにある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、明治期以降の日本において「文

学論」「文芸学」「文学概論」といった呼称の

もとに著されてきた文学をめぐる理論的言

説が、今日の西洋理論の視点から見てどのよ

うな内容と価値をもっていたのか、また、い

かなるアカデミズムと文壇ジャーナリズム

を背景に成立し、研究と教育の場で用いられ

てきたのかを把握し、今後、国内および国外

の大学・大学院などの高等教育機関において

日本文学の研究・教育を行うさいに有効な文

学理論とはどのような文献を用い、いかなる

方法で実践するべきものなのかを総合的に

探究することを目的としたものである。より

具体的には、日本独自の文学理論を集成した

アーカイブの構築と、それをもとにした国内

および国外の高等教育における日本型文学

理論の実践的な研究・教育方法の提示をめざ

した。 
 
３．研究の方法 
(1) 文献調査とフィールドワーク（アーカイ

ブ構築と海外での学術調査）：明治期以降の

文学理論関係の文献や資料を調査・収集・分

析し、アーカイブを構築する。また欧米の日

本文学研究・教育機関で理論教育の環境と実

態についてフィールドワークを行う。 

(2) 研究会と意見交換会（研究の進捗状況に

関する情報の共有・検討）：定期的に研究会

を開いて研究発表を行う。また、本研究の準

備段階で作成された『日本の文学理論――ア

ンソロジー（ベータ版）』についての意見交

換会を開催する。 

(3) 講演会・シンポジウム（外部研究者との

交流と研究成果の社会発信）：国内外の日本

文学および文学理論の専門家を招いて講演

会・公開シンポジウムを開催する。最終年度

には研究を総括する国際シンポジウムを京

都大学人文科学研究所で開く。 

 
４．研究成果 

(1) 平成 26 年度 

① 文献調査とフィールドワーク 

 明治期以降の日本における文学理論関係

文献の調査・収集・分析・データベース化を

行ったが、この作業は当初の予定を大きく上

回る速度で進展した。その成果は、本研究の

準備研究ともいうべき京都大学人文科学研

究所での共同研究「日本の文学理論・芸術理

論」の Web ページおよびその成果報告書であ

る『日本の文学理論――アンソロジー（ベー

タ版）』（平成 27 年３月刊。以下『アンソロ

ジー』と略)で公開した。 

② 研究会と意見交換会（国内） 

 重要文献の会読と『アンソロジー』刊行に

向けた中間発表会を上記研究会と合同で開



催した。また『アンソロジー』刊行直前には、

中村三春北海道大学教授と坪井秀人国際日

本文化研究センター教授を招き、意見交換会

を催した。 

③ 講演会・シンポジウム 

 8 月 27-30 日にスロペアのリュブリャナ大

学で開催された EAJS（ヨーロッパ日本研究協

会）の第 14 回国際大会に研究代表者および

分担者計四名（大浦・日高・久保・河田）が

参加し、ユーディット・アロカイ教授（ハイ

デルベルク大学日本学科）らとともにラウン

ドテーブルを開き、本研究のテーマに関する

研究発表と討論を行った。またこの機会にハ

ンガリー・ブダペストのカーロリガーシュバ

ール大学人文学部日本研究科とハンガリー

科学アカデミーを訪問し、カーロリ大学では

アティッラ・ゲルゲイ教授らと意見交換、科

学アカデミーでは東洋コレクションを見学

して、日本関係文献の調査を行った。 

(2) 平成 27 年度 

① 文献調査とフィールドワーク 

 文献調査においては、『アンソロジー』の

文献年表で公表した基本データに加えて、と

くに生命論、精神分析、動物哲学などの分野

でのデータ充実をはかった。またこの年度か

らは、海外の大学における日本文学研究・教

育の環境と実態に関するフィールドワーク

を始めた。まず 9月にルーマニアのディミト

リエ・カンテミール大学で開かれた日本学研

究集会に参加し、研究代表者の大浦がフィク

ション論関係の基調講演を、研究分担者の久

保、河田、中村が描写論にかかわるパネル発

表を行った。また研究分担者の西川とホルカ

はそれぞれ分科会発表を行った。その成果は

『ディミトリエ・カンテミール大学年報』第

XVI 号（No.1/2016）に掲載された。 

 続いて 11～12 月には、フランス国立東洋

言語文化学院（INALCO）、パリ第 7 大学東ア

ジア言語文化学部（LCAO）、ロンドン大学東

洋アフリカ研究学院（SOAS）を、また 28 年 3

月には国立台湾大学日本語文学科と淡江大

学村上春樹研究センターを訪問し、講演・パ

ネル発表・ワークショップなどを行うととも

に、日本文学に関する理論教育の現状や可能

性についての意見交換、図書館視察などを行

った。 

② 研究会と意見交換会（国内） 

 定期的研究会においては、前年度に引き続

き重要文献の会読を進めたが、27 年度はとく

に文学論争やフィクション論に関する文献

会読を重視した。また、10月には西田谷洋富

山大教授を、28 年 2月には日比嘉隆名古屋大

准教授を招いて、前年度に引き続き『アンソ

ロジー』についての意見交換会を開いた。 

③ 講演会・シンポジウム 

「文芸学再考」と題して、12 月に大阪大学文

芸学研究会と共催でシンポジウムを開催し

た。とくに文芸学における岡崎義恵の業績に

焦点を絞り、森谷宇一阪大名誉教授と中村三

春北大教授に講演をしていただいた。 

(3) 平成 28 年度 

① 文献調査とフィールドワーク 

 9 月に、大浦、日高、河田、岩松、ホルカ、

久保がアメリカ合衆国のミシガン大学、ハー

ヴァード大学、プリンストン大学を訪問。ハ

ーヴァード・イェンチンなどの大学図書館で

日本学関係蔵書の文献調査を行うとともに、

上田敦子プリンストン大学准教授をはじめ

とする各大学の日本学科ないし東アジア学

科のスタッフとアメリカにおける日本学研

究・教育の現状（近年の研究動向、学生数の

推移、研究・教育環境の変化など）について

意見交換を行った。また 29 年 2 月には大浦

と久保がドイツのハイデルベルク大学とベ

ルリン自由大学を訪問。日本学関係蔵書の文

献調査を行うとともに、ハイデルベルク大学

ではユーディット・アロカイ教授が企画した

ワークショップ「日本の文学理論・日本文学

を理論する」で研究発表を行った。ベルリン

自由大学ではドイツでの日本近代文学研究



の歴史と展望についてイルメラ・日地谷＝キ

ルシュネライト教授からレクチャーを受け

た。 

② 研究会と意見交換会（国内） 

 定期的な研究会では、前年に引き続き、フ

ィクション論に関する基本的理論文献の会

読と研究発表（フィクション論的観点からす

る日本近代文学作品の分析）を行った。 

③ 講演会・シンポジウム 

 6 月に、パリ第 3 大学のフランソワーズ・

ラヴォカ教授を招き、" Fait et fiction : une 

perspective comparatiste " と題する講演

会を開いた。また 7月には、日高佳紀、リチ

ャード・カリチマン教授（ニューヨーク市立

大学）、アンヌ・バイヤール＝坂井教授（フ

ランス INALCO）を講師として、「「人文学の危

機」と文学研究：いま文学理論に何ができる

か」と題する国際シンポジウムを開いた。

我々はこれを、2017 年 6月刊行予定の『日本

の文学理論――アンソロジー』（決定版）と

ともに、本研究の総決算と位置づけている。 
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